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松陽こども園 

「熱中症？」と思ったら ～意識がある場合～ 
 

★涼しい所で休ませる 
エアコンが効いている室内や、風通し

のよい日陰など、涼しい場所に本人が

楽な姿勢で寝かせ 

衣服をゆるめ 

ましょう。 

★水分の補給 

イオン飲料など少量の塩分の入った

水分を飲ませましょう。ただし、 

意識がない時は、 

飲ませないで 

ください。 

首の周り、わき、足のつけ根に、冷た

いタオルや、タオルに包んだ保冷剤な

どを当て、風を 

送り体を冷やし 

ましょう。 

★体を冷やす 
こんなときは 

救急車を 
□意識がない 

□自力で水分の補給ができない 

□けいれんを起こしている 

□熱が下がらず、ますます上がっ

ていく 

★顔がほてっている 

★触れると体が熱い 

★大量に発汗している 

★だるそうにしている・ 

動きたがらない 

★めまいをおこしている 

★吐き気、嘔吐をおこして 

いる 

★頭痛や腹痛を訴える 

熱中症の症状 

《園での熱中症予防のための取り組み》 

 

  

幼児期は言語獲得の大事な時期にあたるため、聞こえの確認が大切です。 

園では、オージオメーターを使って聴力検査をしています。（にじ・つき・ほし組の園児） 

 

 

 

 

各保育室には、熱中症計

を設置し、屋内の熱中症

予防に努めています 

 

戸外へ出る場合は黒球式熱中

症指数計で暑さ指数を確認し

たり、熱中症警戒アラートの

有無を確認しています。 

 

事前に不安が少なく検査が受けられるよう、実物のオー

ジオメーターや、絵を使って簡単に説明しています。「音が

聞こえたらおしえてね。」とヘッドホンを耳に当て、右耳・

低い音→高い音→左耳・低い音→高い音と順に音を出し、

検査をしていきます。 

検査当日、音が聞こえると、手を上げたり、『聞こえた

ー。』 『（（音が）なった。』と教えてくれたり、『ピーとき

こえる。』など、どんな音が聞こえたか教えてくれる子もい

ました。また、とっても緊張している子もいました。 

6月 11日～聴力検査をしました。 

ヘッド

ホン 
オージオメーター 


